
研究レビュー

１．田園回帰とは

田園回帰とは，過疎地域において都市部からの人
の移住・定住の動きが活発化している現象で（小田
切，2014），特に2000年代後半以降の都市住民の農
山村志向を指して使われることが多く，近年特に増
加しています（NHK他，2015）。田園回帰で見られ
る移住者は過疎地域に理想を持って移住していて，

「田舎暮らし」，「外部人材」，「地域サポート人」，「交
流」，「社会起業」，「継業」，「自己実現」，「地域おこ
し」などの，比較的ポジティブな意味合いを持つキー
ワードで移住が語られています。これまでの農村移
住の議論での，跡継ぎとして実家の農家を継いだり，
親の介護で地元にＵターンをしたりといった義務や
強制による移住や，リタイヤ後の定年帰農などと異
なる動機を持っています。

田園回帰による移住者は移住先で自ら生業を作
り，地域のコミュニティに溶け込み，コミュニティ
活動を支え，地域資源を発掘するといった地域の
活性化に結びつく活躍をすることも多く（筒井他，
2014），そのような移住者による地域の変化，移住
者を呼び込むための方法，移住者の移住目的別類型
化などの研究が行われています。

そこで以下では，田園回帰に関する既存の研究成
果を整理し，今後必要な研究の視点について述べま
す。田園回帰に結びつくような都市住民の二地域居
住や都市農村交流に関する研究もありますが，ここ
では取り上げません。

２．田園回帰に関する研究の視点と成果

小田切（2016）は，田園回帰を都市住民，農山村
への移住者，農山村の地域住民の３者の関係から，
①人口移動論的田園回帰，②地域づくり論的田園回
帰，③都市農村関係論的田園回帰の３つの視点を示
しました。

①の「人口移動論的田園回帰」では，都市住民の
中山間地域への移住意向を調べ，移住希望者が「リ
タイヤ」や「ニューライフ志向」といった目的を
持っていることを明らかにした井口他（1995），UI
ターンをした者を「創造環境追求型」，「若者農業専
心型」，「自然抱擁隠居型」，「サラリーマンマイホー

ム型」の４タイプに分け，それぞれのタイプが移住
にあたって直面する問題と，地方自治体の施策のミ
スマッチを指摘した住田他（2001），島根県などを
事例に，Iターン者のタイプ分けを田舎暮らし志向
型，農村起業型などに分類し，Iターン者による地
域社会へのインパクトを明らかにした農林水産政策
研究所（2005），広島県での事例から，地方自治体
のUJIターン支援施策とUJIターン数の関係を分析
し，移住体験施設の移住への有効性を示した鈴木他

（2011），長い年月をかけて作られた，地域による移
住者受け入れ体制と移住実績について調査した西村
他（2015），移住者が地域コミュニティに参加し受
け入れられた要因を分析した中西（2008）の研究な
どがあり，地方自治体の移住推進施策，受け入れ態
勢，移住希望者の類型や移住に必要とされる条件な
どといった視点で，移住が成功する要因が調べられ
ています。

②地域づくり論的田園回帰では，集落維持や農山
村資源の活用に移住者など外部人材の受入の有無
が大きな影響を及ぼすことを明らかにした藤井他

（2009），農村の経済活性化のために地域コミュニ
ティや自治体が移住者をどのように受け入れていけ
ばいいのかを述べた山田（2011），移住者による新
たななりわいづくりが，農山村の地域づくりとどの
ように結びついているのかを示した筒井他（2015），

「集落支援員」や「地域おこし協力隊」といった外
部からのサポート人材を活用した地域づくりが，ど
のようにうまくいっているのか，外部人材，受け入
れ側の地域，自治体の３つの主体の関係性を整理し
た図司（2013），地域づくりの状況次第で，地域お
こし協力隊などの外部人材の役割が変わり，全体の
中での位置づけが異なることを示した佐藤他（2013）
の研究などがあり，地域住民が地域づくりをする際
に外部人材を活用することの重要性や，それにより
どのように地域が変わったのかを調べたものが多い
です。

③都市農村関係論的田園回帰では，飯山市の都市
農村交流施設を中心とした都市農村交流の実態を明
らかにした小山他（2015），宮崎県諸塚村の山村集
落を事例に，都市からＵターンした者が，木材産地
ツアーなどを通じて都市住民との交流を深め，神楽

田園回帰に関する近年の研究動向

食料・環境領域　主任研究官　田中　淳志 

No.80  2017.11 −6−



や村民文化祭などにも広がりを持った都市農村交流
が展開されていることを示した佐藤（2005），都市
農村交流における受け入れ側の地元NPO法人の課
題を挙げた加藤（2009），農家の都市農村交流の意
向の強弱が，地域ブランドへの取組や道の駅での販
売実績をもつ地域などでより高いことを示した衣笠
他（2013）の研究などがあり，都市農村交流の実態
が調べられています。

３．既往研究から見る進捗と今後の視点

移住に関わる３者（都市住民，移住者，農山村の
地域住民）の活動目的や課題が様々に把握されてい
るので，課題を解決すればおのずと移住者が増え，
都市農村交流が盛んになるとも言えますが，例えば
移住者の移住場所の選択は，自身や家族の年齢，家
族構成，職業や自然環境など求めるライフスタイル，
両親との物理的距離などで変わってくるので，目的
に合致する地域を自分で探して地域に受け入れても
らうのは簡単ではありません。中間支援組織や移住
支援員といった，移住を仲介する者の実態について
今後研究が進められてもよいのではないでしょう
か。また，移住者が移住後に，年齢を重ねるにつれ
変わっていく状況（親の介護，子供の教育や自身の
リタイヤなど）に対し，どのように定住や永住をサ
ポートするのかという視点での研究や，移住後に他
出してしまった者の理由から移住者が定着しない地
域の抱える課題を探るような研究が存在しません。
田園回帰により変わりゆく農山村の姿は現在進行形
で，今後も継続的に実態の把握が必要です。
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